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毛ヲ散布ス然ドモ綿毛、ノ敢テ之レナシ〇葉/互生シ無柄ナレド乇下部ノモノハ葉本漸次二狹窄シテ柄狀ヲ呈ス 
，一一至レリ全邊一ーシーグ微凸尖アル銳頭ヲナス線形乃至*橢圓狀披針形ニシテ下部ノモノ、ノ倒卵狀長觸圆形ヲ呈 
ス長キモノハ柱々四五寸一一達ス綠色一ーシテ時二微ーー粘質ヲ帶ブ，コトアリ〇頭狀花ハ大ニシテ梗頂一一獨在ス〇 
總苞/半球形 一 I シーグ開出シー寸餘ノ徑アリ剛質滑澤一ーシーグ黃色ヲ呈スグヲ本然トシ其他種々ノ色アリ即チ藁色 
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一ーシーグ多少紅褐色ヲ帶ブ，モノアリ或/白色ノモ 
ノアリ、或ハ白褐色ノモノアリ又或ハ石竹色ヲ呈 
ス 〆 モノアリ、總荀片ハ多數一ーシテ鋪頭或ハ銳頭 
ヲ有シ外方ノモノハ短クシテ卵形ヲナシ無柄ナレ 
ド乇內方ノモノハ漸次-一長クシテ多クハ披針形卜 
ナリ短闊柄アリ最內ノ乇ノハ狹長一ーシテ寧口短シ 
〇小花ハ極テ多數ヲ算シ總苞ノ半長ヨリモ短シ外 
部ノモノハ雌花ナリ〇花冠/黄色 一一 i / テ舷ノロハ 
五齒二分レ筒部ハ極メテ狹痩ナリ〇冠毛ハ長クシ 
テ絲狀ヲナシ小針齒アリ上部ハ肥厚セズ基部ハ微 
シク合體ス白色11シテ少シク花冠ヨリ短シ〇葫二 
ハ瘦長ナ，小尾ヲ有ス〇花柱枝ハ線形一ーシテ上端 
ハ扁平シ且ッ卵狀三角形ヲ呈ス〇瘦果ハ無毛或、> 
微々乳頭毛アリ 
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(一) 莖ヲ通ジテ著シキ綠色ノ翼アリ、頭狀花ハ徑六七分、總苞ハ總テ純白色、花床一ーハ花間 

一一鱗片アリ、冠毛ハ變ジテ單二杯形トナ， かいざいく 

(二) 莖一一翼 ナシ 、頭狀花ハ徑一寸餘、總苞ハ黃色ヲ本トシ種々ノ色 アジ、 花床二鱗片 ナジ、 

冠毛 U 吊形一ーシーグ毛ヲナス むぎわらぎ く 
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從來自然分科中ノ Loranthaceae ヲ槲寄生科卜譯セリ而シテ本科二始メテ此譯語ヲ下セ i / ハ田中芳男先生一ーシテ. 
即チ明治五年出版ノ垤炉度箭抓氏植物自然分科表一一於ーグセリ然ルニ後ノ此譯語ヲ襲用スダモノ往々其槲字ヲ誤 
ターグ懈字ヲ用ヰ以テ懈寄生科トナシ今 H 出版ノ書尙此誤ヲ改メザルモノモノアリ世二槲寄生ノ名アリ然レド乇 
懈寄生ノ名ナシ槲寄生ハ即チやど6きノ漢名ナジ 

某文學者自著ノ文集 一一 題シテ懈の葉卜云フ然ドモ是ン當サ- 一 槲の葉ナラザ 〆 ベカラズ槲一 なら、 かしは等二當 
グ字卞リ文學者 ハ 由來文字 一一 明 カナ 〆 モノ 尙此誤アタ所謂千慮/一失ナルモノ乎呵々 

槲、ノ音 M くナリ而シテ懈ぐ音か S ニシーグ蓋シ是レ松心即チ肥 H 松乎肥 H 松ハ朽松ノ材心脂二富ムノ部ナジ 









